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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも着色剤、界面活性剤、油剤から構成され、油剤の主成分が中鎖脂肪酸トリグ
リセリドであるインクを含浸させたドットインパクトプリンタ用ファブリックリボン。
【請求項２】
　中鎖脂肪酸トリグリセリドがカプリル酸カプリン酸トリグリセリド又はカプリル酸カプ
リン酸ラウリン酸トリグリセリドの少なくとも一方からなる請求項１に記載のドットイン
パクトプリンタ用ファブリックリボン。
【請求項３】
　インク中の中鎖脂肪酸トリグリセリドの含有率が３０～７０質量％である請求項１又は
請求項２に記載のドットインパクトプリンタ用ファブリックリボン。
【請求項４】
　インクのＪＩＳ　Ｚ８８０３（２０１１）の振動粘度計による２５℃の粘度が１００～
６０００ｍＰａ・ｓの範囲である請求項１～３のいずれかに記載のドットインパクトプリ
ンタ用ファブリックリボン。
【請求項５】
　６０℃の環境下でインク中にＥＰＤＭゴム製搬送用ゴムロールを完全に浸漬させた状態
で４００時間静置して保存した時に、ＥＰＤＭゴム製搬送用ゴムロールのインク浸漬保存
前後の外径変化率が０～７．０％の範囲である請求項１～４のいずれかに記載のドットイ
ンパクトプリンタ用ファブリックリボン。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はドットインパクトプリンタ用ファブリックリボンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ドットインパクトプリンタは、動作安定性が高く、ファブリックリボンなどのサプライ
品の交換頻度が少なくて済むなどメンテナンス性に優れる為に、記録計・タイムカードレ
コーダー・金融端末などで従来から広範に使用されている。
【０００３】
　このように様々な利用方法の中で、特にタイムカードレコーダーや金融端末での利用に
おいて、タイムカードや預金通帳といった被記録媒体は利用のたびに繰り返しタイムレコ
ーダーや金融端末の挿入口に挿入され、搬送用ゴムロールによって内蔵されたドットイン
パクトプリンタの所定の位置に搬送された後に印字が行われ、その後排出の為に搬送用ゴ
ムロールによって挿入時と同じ搬送経路を逆方向に搬送されて挿入口から排出される。こ
のように被記録媒体を繰り返して使用して印字を行い、さらに搬送用ゴムロールによって
挿入と排出を行う印字機構を有したタイムカードレコーダーや金融端末において、被記録
媒体の印字面と搬送用ゴムロールが繰り返し接触する為に、印字面からインクが搬送用ゴ
ムロールに少しずつ付着し、付着したインクに含まれる油剤等が搬送用ゴムロールに吸収
されることによって搬送用ゴムロールが膨潤し、その搬送用ゴムロールの外径が大きくな
り、ある一定以上搬送用ゴムロールの外径が大きくなると被記録媒体の搬送位置の制御に
誤差が発生し、本来印字を行うはずであった場所と異なる場所に印字が行われるといった
印字不具合が発生する事があった。
【０００４】
　特に近年では、プリンタの搬送用ゴムロールに使用されるゴムとして従来よく使用され
ていたウレタン系ゴムから耐摩耗性・耐候性に優れていて安価なエチレン－プロピレン－
ジエン三元共重合体（ＥＰＤＭ）系ゴムを使用した物が多く使われるようになってきてい
る。しかしながらＥＰＤＭゴムは前述したような優れた特性を有する反面、耐油性に劣る
という弱点がある為に、前述したような搬送用ゴムロールにインクが付着すると、搬送用
ゴムロールが容易に膨潤し、それが起因となって印字不具合が発生する問題が頻発するよ
うになった。
【０００５】
　このような搬送用ゴムロールの油剤による膨潤を起因とする印字不具合を解消する為に
、特許文献１（特開２０１４－１３３３８２）などではＥＰＤＭからなる送りローラーを
各種油剤の中に浸漬させて、送りローラーの外径膨潤率が小さくなる油剤を選別し、その
結果としてインク中の油剤として、ひまし油脂肪酸エステル、トリメット酸エステル、ア
ルミニウムカップリング剤、ソルビット脂肪酸エステルの少なくとも一種を主成分とする
インクを用いたインパクトプリンタ用インクリボン等が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１４－１３３３８２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、特許文献１と同様にファブリックリボンに用いられるインクのビヒクルの主
要成分である油剤に関してＥＰＤＭゴムを膨潤させにくい油剤についてさらに検討し、Ｅ
ＰＤＭゴムを搬送用ゴムロールに使用したドットインパクトプリンタにおいて、搬送用ゴ
ムロールの油剤による膨潤を起因とする印字不具合の発生が少ないインクを含浸させたド
ットインパクトプリンタ用ファブリックリボンを提供する事が主たる課題である。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　これらの課題を解決する為に、本発明者は、少なくとも着色剤、界面活性剤、油剤から
構成され、油剤の主成分が中鎖脂肪酸トリグリセリドであるインクを含浸させたドットイ
ンパクトプリンタ用ファブリックリボンを発明するに至った。この構成であれば、ＥＰＤ
Ｍゴム製搬送用ゴムロールに吸収されるインクの量が少なく、インクに含まれる油剤によ
るＥＰＤＭゴム製搬送用ゴムロールの膨潤を起因とする印字不具合の発生が抑制可能であ
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のドットインパクトプリンタ用ファブリックリボンを使用すれば、ＥＰＤＭゴム
を搬送用ゴムロールに使用したドットインパクトプリンタにおいて、搬送用ゴムロールに
インクが付着しても、インク中の油剤によって搬送用ゴムロールが膨潤しにくいため、搬
送用ゴムロールの膨潤が起因となる印字不具合が発生しない。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明におけるファブリックリボンに用いるインクは、少なくとも染料や顔料などの着
色剤、顔料の分散や塗料の安定性に機能する界面活性剤、そしてインクのビヒクルの主要
成分である油剤から構成される。
【００１１】
　さらに要求品質や用途などの必要性に応じて、インクの原料として、各種無機フィラー
及び有機フィラー、染料溶解剤としての脂肪酸などの有機酸、油溶性の各種樹脂及び各種
エラストマー、各種分散助剤、各種潤滑剤、各種添加剤等を加えてもよいが、これらに限
定されるものではない。
【００１２】
　本発明のファブリックリボンのインクに使用する着色剤としては、各種染料及び各種顔
料を使用できる。本発明におけるファブリックリボン用インクとしては、染料だけを使用
した染料系インク、顔料だけを使用した顔料系インク、染料と顔料を両方使用した染顔料
系インクのいずれでも構わない。
【００１３】
　本発明のファブリックリボン用インクに使用する染料としてはニグロシン染料、メチル
バイオレット、オイルブラックなどの染料の１種または２種以上が使用できる。
【００１４】
　染料をインクの着色剤として使用する場合は、染料溶解剤としてオレイン酸やステアリ
ン酸などの各種長鎖脂肪酸を使用し、染料を長鎖脂肪酸に溶解して使用する事が一般的で
あるが、ＥＰＤＭゴムは脂肪酸などの有機酸に対する耐性も乏しい為に、染料溶解剤をイ
ンクに使用する場合は極力少量に抑える事が好ましく、特に限定はされないが染料溶解剤
の添加量はインク全体の０～２０％に抑える事が好ましい。
【００１５】
　本発明のファブリックリボンのインクに使用する顔料としては、カーボンブラックなど
の無機顔料、アニリンブラック、フタロシアニンブルー、ジスアゾイエローなどの有機顔
料の１種または２種以上が使用できる。
【００１６】
　本発明のファブリックリボンのインクに使用する着色剤の添加量は特に限定されないが
インク全体の１０～４０質量％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは２０～３
０質量％の範囲であることがより好ましい。着色剤の添加量が前記範囲内であれば印字濃
度が適切で且つインク流動性が適切で印字寿命の低下が発生しにくいインクを得る事が容
易である。
【００１７】
　本発明のファブリックリボンのインクに使用する界面活性剤としては、各種公知の界面
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活性剤を使用する事が可能である。界面活性剤は、顔料等の固形分微粒子の湿潤・分散性
向上のための湿潤剤・分散剤として顔料の分散や塗料の安定性を付与する役割だけでなく
、界面活性剤の選択によっては粘度調整剤、染料溶解剤、相溶化剤、可溶化剤、帯電防止
剤としての役割もはたす。
【００１８】
　本発明のファブリックリボンのインクに使用可能な界面活性剤としては、例えばアニオ
ン系界面活性剤としては、各種カルボン酸塩型界面活性剤、各種スルホン酸塩型界面活性
剤、各種硫酸エステル塩型界面活性剤、各種リン酸エステル塩型界面活性剤などが使用で
きる。カチオン系界面活性剤としては、アルキルアミン塩型界面活性剤、第四級アンモニ
ウム塩型界面活性剤などが本発明のファブリックリボン用インクに使用できる。両性界面
活性剤としては、カルボキシベタイン型界面活性剤、２－アルキルイミダゾリンの誘導型
界面活性剤、グリシン型界面活性剤、アミンオキシド型界面活性剤などが本発明のファブ
リックリボン用インクに使用できる。ノニオン系界面活性剤としては、グリセリン脂肪酸
エステルやソルビタン脂肪酸エステルやショ糖脂肪酸エステルなどのエステル型界面活性
剤、ポリオキシエチレンアルキルエーテルやポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテ
ルやポリオキシエチレンポリオキシポロピレングリコールなどのエーテル型界面活性剤、
脂肪酸ポリエチレングリコールや脂肪酸ポリオキシエチレンソルビタンなどのエステルエ
ーテル型界面活性剤、脂肪酸アルカノールアミドなどのアルカノールアミド型界面活性剤
などが本発明のファブリックリボン用インクに使用できる。なお前述した界面活性剤は使
用用途に応じて１種または２種以上を組み合わせて使用する事が可能であり、使用可能な
界面活性剤は前述した界面活性剤に限定されない。
【００１９】
　本発明のファブリックリボンのインクに使用する界面活性剤の添加量はインク全体の５
～４０質量％の範囲であることが好ましく、さらに好ましくは１０～３０質量％の範囲で
あることがより好ましい。界面活性剤の添加量が前記範囲内であれば顔料の分散や塗料の
安定性に優れたインクを得る事が可能である。
【００２０】
　本発明のファブリックリボンのインクに使用する界面活性剤の種類によっては、ＥＰＤ
Ｍゴムの膨潤またはＥＰＤＭゴム中の成分の溶出による収縮などに大きな影響を与える物
もある為、使用する際にはなるべくＥＰＤＭゴムを膨潤または収縮させないような種類の
界面活性剤を使用する事を事前に検討する必要があり、また添加量も必要最低限に留める
事が好ましい。
【００２１】
　本発明のファブリックリボンのインクにおける油剤は、インクの粘度や粘性や保存安定
性、顔料や染料の分散性などに大きな影響を与えるビヒクルの主要成分である。その添加
量は特に限定はされないが一般的にはインク全体の３０～７０質量％程度添加される事が
多い。
【００２２】
　一般的なファブリックリボンのインクに使用されている油剤は、常温において液状で疎
水性且つ不乾性の物質であり、代表的な物として具体的にはオリーブオイルなどの公知の
各種植物性油、各種動物性油、流動パラフィンなどの各種鉱物油、各種ポリα－オレフィ
ン系合成油、モノエステルやジエステルや脂肪酸トリグリセリドなどのポリオールエステ
ルといった各種炭化水素エステル系合成油などがあげられ、要求品質に応じてそれらの１
種類または２種類以上の油剤を選択して使用してよい。
【００２３】
　本発明者達が鋭意研究した結果、本発明のファブリックリボンのインクに使用する油剤
として中鎖脂肪酸トリグリセリドを油剤の主成分として使用する事によって、ＥＰＤＭゴ
ムのインクによる膨潤を抑える事が出来る事が判明した。
【００２４】
　本発明のファブリックリボン用インクの油剤として使用する中鎖脂肪酸トリグリセリド
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とは、グリセリンと炭素数が８～１２の中鎖脂肪酸３つがエステル結合してなる油の事を
指す。中鎖脂肪酸トリグリセリドはココナッツオイルやヤシ油などの天然油脂にも多く含
まれる脂肪酸エステルの一種であるが、そのままだと不純物や長鎖脂肪酸からなるトリグ
リセリドなども多く含まれるために性能にばらつきが出たり、常温で固体もしくは流動性
が非常に悪くなったりして使い勝手が悪いので、本発明に使用する油剤としては天然のコ
コナッツ油等から脂肪酸トリグリセリドの脂肪酸組成全体に占める中鎖脂肪酸組成の割合
が少なくとも９０％以上となるように精製された精製中鎖脂肪酸トリグリセリド油やグリ
セリンと中鎖脂肪酸から化学合成された中鎖脂肪酸トリグリセリドが１００％である合成
中鎖脂肪酸トリグリセリド油などを用いる事が好ましい。
【００２５】
　本発明のファブリックリボン用インクに使用される中鎖脂肪酸トリグリセリドの成分は
特に限定はされないが、より好ましくはカプリル酸カプリン酸トリグリセリドまたはカプ
リル酸カプリン酸ラウリン酸トリグリセリドの少なくとも一方からなる中鎖脂肪酸トリグ
リセリドを使用する事が好ましく、さらにはカプリル酸カプリン酸トリグリセリドを用い
る事がより好ましい。これらの中鎖脂肪酸を使用すれば、ＥＰＤＭゴムの膨潤がより少な
く且つ顔料分散性と塗料安定性が良く且つインクが適度な粘度を有していて印字寿命の長
いファブリックリボンを作成する事が可能となる。
【００２６】
　本発明のファブリックリボンのインクに用いられる中鎖脂肪酸トリグリセリドの粘度に
関しては特に限定はされず常温において液状で適度な流動性があれば使用可能であるが、
ＪＩＳ　Ｚ８８０３（２０１１）の振動粘度計による２５℃の粘度が１～８０ｍＰａ・ｓ
の範囲である事が好ましく、さらに１～４０ｍＰａ・ｓの範囲であればより好ましい。中
鎖脂肪酸トリグリセリドの粘度が前記範囲の中であれば作成したインクが適度な粘度を有
していてインクの流動性が確保され印字寿命の長いファブリックリボンを作成する事が容
易となる。
【００２７】
　本発明のファブリックリボンのインクに用いられる中鎖脂肪酸トリグリセリドのインク
中の添加量は特に限定はされないが、インク全体の３０～７０質量％添加される事が好ま
しく、さらには４０～６０質量％添加される事がより好ましい。この際に中鎖脂肪酸トリ
グリセリドは油剤全体の少なくとも５０質量％以上添加されている事が必要であり、より
好ましくは９０質量％以上、最も好ましくは油剤の全量が中鎖脂肪酸トリグリセリドであ
ることが望ましい。インク中の中鎖脂肪酸トリグリセリドの添加量が前記範囲内であれば
、ＥＰＤＭゴムの膨潤が少なく且つインクが適度な粘度を有していて印字寿命の長いファ
ブリックリボンを作成する事が容易となる。
【００２８】
　前述した本発明のドットインパクトプリンタ用ファブリックリボンに用いられる代表的
なインク配合をまとめると次のようになる。
＜成分＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜質量％＞
着色剤（顔料・染料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０～４０
界面活性剤（分散剤・湿潤剤・粘度調整剤）　　　　　　　　　５～４０
油剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０～７０
染料溶解剤（有機酸等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～２０
油溶性樹脂・ゴム・エラストマー　　　　　　　　　　　　　　０～１０
各種添加剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０～　５
【００２９】
　本発明のファブリックリボンに用いられるインクは、前述したインク配合の原料を三本
ロールミル等で混練・分散して作成される。一般的にファブリックリボンに含浸されるイ
ンクの粘度はある一定範囲の粘度であることが求められており、粘度が低すぎるとファブ
リックリボンと紙などが少し接触しただけで紙が汚れてしまったり、インクの転写性が良
すぎて印字寿命が短くなったりする傾向がある。また逆にインクの粘度が高過ぎるとイン
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クの流動性が悪過ぎる事が原因で、ファブリックリボンの印字使用部や印字非使用部など
の生地の場所によってインクムラが発生し、その結果として印字濃度ムラや印字寿命の低
下などの問題が発生する傾向にある。これらの事から作成されたインクはある一定範囲の
粘度である事が好ましく、本発明に用いられるインクの粘度はＪＩＳ　Ｚ８８０３（２０
１１）の振動粘度計による２５℃の粘度が１００～６０００ｍＰａ・ｓの範囲であること
が好ましく、さらには２００～５０００ｍＰａ・ｓの範囲であることがより好ましい。イ
ンクの粘度が前記範囲内であればインクが適度な粘度を有していてインクの流動性が確保
され印字寿命の長いファブリックリボンを作成する事が容易となる。
【００３０】
　前述したインクを塗装機によってファブリックリボン用生地に含浸させる事によって本
発明におけるファブリックリボンは完成する。ファブリックリボン用生地としては特に限
定されないが、例えばナイロンやポリエステルなどの各種合成繊維の平織布が使用できる
が、特に機械的強度に優れているナイロン６６製平織布を使う事が好ましい。ファブリッ
クリボン用生地の目付は特に限定はされないが一般的に４０～８０ｇ／ｍ２の物を使用す
る事が好ましい。
【００３１】
　本発明において生地に含浸させるインクの量は特に限定はされないが、単位面積当たり
のインクの含浸量は６～２０ｇ／ｍ２の範囲であることが好ましい。インクの含浸量が前
記範囲内であれば適切な印字濃度と寿命を有し、且つ地汚れなどの問題が発生しないファ
ブリックリボンを得る事が可能である。
【実施例】
【００３２】
　次に実施例及び比較例を挙げて本発明について具体的に説明するが、本発明は実施例に
限定されるものではない。
【００３３】
＜実施例１＞
　下記に示すインク配合１を３本ロールミルで混練・分散してインクを作成し、さらにそ
のインクを塗装機によって幅１３ｍｍ×長さ３８ｍで目付５５ｇ／ｍ２のナイロン６６製
平織布に対して１１ｇ／ｍ２の分量で含浸塗装した。
（インク配合１）
原料成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
・合成中鎖脂肪酸トリグリセリド油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２．０
（カプリル酸カプリン酸トリグリセリド１００％）
・界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
・カーボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
・有機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．０
【００３４】
＜実施例２＞
　下記に示すインク配合２を３本ロールミルで混練・分散してインクを作成し、さらにそ
のインクを塗装機によって幅１３ｍｍ×長さ３８ｍで目付５５ｇ／ｍ２のナイロン６６製
平織布に対して１１ｇ／ｍ２の分量で含浸塗装した。
（インク配合２）
原料成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
・精製中鎖脂肪酸トリグリセリド油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２．０
（カプリル酸カプリン酸ラウリン酸トリグリセリド９０％）
・界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
・カーボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
・有機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．０
【００３５】
＜実施例３＞
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下記に示すインク配合３を３本ロールミルで混練・分散してインクを作成し、さらにその
インクを塗装機によって幅１３ｍｍ×長さ３８ｍで目付５５ｇ／ｍ２のナイロン６６製平
織布に対して１１ｇ／ｍ２の分量で含浸塗装した。
（インク配合３）
原料成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
・合成中鎖脂肪酸トリグリセリド油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９．０
（カプリル酸カプリン酸トリグリセリド１００％）
・スチレン系樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
・界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
・カーボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
・有機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．０
【００３６】
＜比較例１＞
下記に示すインク配合４を３本ロールミルで混練・分散してインクを作成し、さらにその
インクを塗装機によって幅１３ｍｍ×長さ３８ｍで目付５５ｇ／ｍ２のナイロン６６製平
織布に対して１１ｇ／ｍ２の分量で含浸塗装した。
（インク配合４）
原料成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
・流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２．０
・界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
・カーボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
・有機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．０
【００３７】
＜比較例２＞
下記に示すインク配合５を３本ロールミルで混練・分散してインクを作成し、さらにその
インクを塗装機によって幅１３ｍｍ×長さ３８ｍで目付５５ｇ／ｍ２のナイロン６６製平
織布に対して１１ｇ／ｍ２の分量で含浸塗装した。
（インク配合５）
原料成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
・ポリαオレフィン系合成油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２．０
・界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
・カーボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
・有機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．０
【００３８】
＜比較例３＞
下記に示すインク配合６を３本ロールミルで混練・分散してインクを作成し、さらにその
インクを塗装機によって幅１３ｍｍ×長さ３８ｍで目付５５ｇ／ｍ２のナイロン６６製平
織布に対して１１ｇ／ｍ２の分量で含浸塗装した。
（インク配合６）
原料成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
・オレイン酸オクチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２．０
・界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
・カーボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
・有機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．０
【００３９】
＜比較例４＞
下記に示すインク配合７を３本ロールミルで混練・分散してインクを作成し、さらにその
インクを塗装機によって幅１３ｍｍ×長さ３８ｍで目付５５ｇ／ｍ２のナイロン６６製平
織布に対して１１ｇ／ｍ２の分量で含浸塗装した。
（インク配合７）
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原料成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量％
・オリーブオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２．０
・界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
・カーボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
・有機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８．０
【００４０】
＜ＥＤＰＭゴム製搬送用ゴムロールの油剤浸漬保存試験＞
　実施例・比較例で使用する各種油剤をそれぞれ容器に約１００ｃｃ計量し、その油剤中
に本発明のファブリックリボンが使用されるドットインパクトプリンタのＥＰＤＭゴム製
搬送用ゴムロール全体を完全に浸漬させ６０℃の環境下で４００時間静置した状態で保存
する。この油剤浸漬保存前後のＥＰＤＭゴム製搬送用ゴムロールの質量の増減を測定し、
各油剤がＥＰＤＭゴム製搬送用ゴムロールにどれぐらいの量が浸み込んでいるのか目安と
なるＥＰＤＭゴム製搬送用ゴムロールの質量変化率を求めた。ＥＤＰＭゴム製搬送用ゴム
ロールの質量変化率（％）は、下記式によって求められる。
「ＥＤＰＭゴム製搬送用ゴムロールの質量変化率（％）＝（（油剤浸漬保存後のＥＤＰＭ
製搬送用ゴムロールの質量）－（油剤浸漬保存前のＥＤＰＭ製搬送用ゴムロールの質量）
）÷（油剤浸漬保存前のＥＤＰＭ製搬送用ゴムロールの質量）×１００」
　ＥＰＤＭゴム製搬送用ゴムロールの質量変化率を知る事によって油剤がどの程度ＥＰＤ
Ｍゴムに吸収されるかを知ることが出来る。
【００４１】
＜ＥＤＰＭゴム製搬送用ゴムロールのインク浸漬保存試験＞
　実施例・比較例で作成した各種インクをそれぞれ容器に約１００ｃｃ計量し、そのイン
ク中に本発明のファブリックリボンが使用されるドットインパクトプリンタのＥＰＤＭゴ
ム製搬送用ゴムロール全体を完全に浸漬させ６０℃の環境下で４００時間静置した状態で
保存する。このインク浸漬保存前後のＥＤＰＭゴム製搬送用ゴムロールの外径を測定した
結果を元に各インクに対するＥＤＰＭゴム製搬送用ゴムロールの外径変化率を求めた。Ｅ
ＤＰＭゴム製搬送用ゴムロールの外径変化率（％）は、下記式によって求められる。
「ＥＤＰＭゴム製搬送用ゴムロールの外径変化率（％）＝（（インク浸漬保存後のＥＤＰ
Ｍ製搬送用ゴムロールの外径）－（インク浸漬保存前のＥＤＰＭ製搬送用ゴムロールの外
径））÷（インク浸漬保存前のＥＤＰＭ製搬送用ゴムロールの外径）×１００」
　これまでの印字試験の結果などから、ドットインパクトプリンタの搬送用ゴムロールの
外径変化率が０～５．０％の範囲であれば搬送用ゴムロールの膨潤を起因とする印字の不
具合が全く発生せず、外径変化率が５．０％を超えて７．０％以下であれば搬送用ゴムロ
ールの膨潤を起因とする印字の不具合が僅かながら発生する可能性があるものの使用に耐
えうるものであり、外径変化率が７．０％超えると搬送用ゴムロールの膨潤を起因とする
印字の不具合が多発する傾向がある事が判明している。
【００４２】
＜油剤・インクの粘度＞
　油剤とインクの粘度はＪＩＳ　Ｚ８８０３（２０１１）に対応した株式会社エー・アン
ド・デー社製の音叉型振動式粘度計ＳＶシリーズを使用して２５℃における粘度を測定し
た。
【００４３】
＜印字寿命の評価＞
　実施例・比較例で作成したファブリックリボンをメビウス環とし、リボンカセットに装
填して印字試験を実施した。印字は２４ピンワイヤドットプリンタでストックホームに印
字を行い、ＰＣＳ印字濃度（Ａフィルター）をマクベス社製濃度計ＰＣＭ－ＩＩを用いて
測定した。印字寿命はＰＣＳ印字濃度（Ａフィルター）が０．４０になるまでに印字出来
た文字数を測定し、下記の評価基準により評価した。
（評価基準）
Ａ：１５０万字以上
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Ｃ：１００万字未満
【００４４】
　本発明の実施例及び比較例のファブリックリボンの各種特性データと各種評価結果につ
いて表１に示す。（※表中において中鎖脂肪酸トリグリセリド油をＭＣＴ、トリグリセリ
ドをＴＧと省略表記する。）
【００４５】
【表１】

【００４６】
　表１の結果より、実施例１～３に示すように、少なくとも着色剤、界面活性剤、油剤か
ら構成され、油剤の主成分が中鎖脂肪酸トリグリセリドであるインクを含浸させたファブ
リックリボンを使用する事により、ドットインパクトプリンタのＥＰＤＭゴム製搬送用ゴ
ムロールの油剤浸漬保存試験後の外径変化率が５．０％以下と少なく且つ印字寿命が良好
である事が分かる。インクに使用される油剤としては特に実施例に示されるようにＥＰＤ
Ｍゴム製搬送ゴムロールに浸透が少なく膨潤も少ないカプリル酸カプリン酸トリグリセリ
ドまたはカプリル酸カプリン酸ラウリン酸トリグリセリドの少なくとも１つを使用する事
が好ましい。
【００４７】
　比較例１～４に示す油剤をドットインパクトプリンタ用ファブリックリボンに使用する
と、印字寿命は問題がないものの、ＥＰＤＭゴムの膨潤による搬送用ゴムロールの外径変
化率が７．０％を超えてしまう為に、搬送用ゴムロールの膨潤を起因とする印字不具合が
発生しやすくなる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明におけるドットインパクトプリンタ用ファブリックリボンは、タイムレコーダー
や金融端末のような被印字媒体を繰り返し使用するプリンタを内蔵する装置だけでなく、
各種ドットインパクトプリンタ全般に使用することが可能である。
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